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基準不適合の内容： 

エアバッグコントロールユニットにおいて、製造時の洗浄が不適切なため、ユニット内部に異

物が残っていることがある。そのため、走行時の加速、減速によって異物が当該ユニットの電

子基板の素子に接触し、素子間で電流が通電すると、エアバッグの警告灯が点灯して一時的に

エアバッグの作動が停止し、最悪の場合、衝突時にエアバッグが展開しないおそれがある。 

 

改善措置の内容： 

全車両、エアバックコントロールユニットを良品と交換する。 
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